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展
示
品
や
舞
台
に
感
動
し
、
女
性
会

の
う
ど
ん
、
ぜ
ん
ざ
い
の
美
味
さ
を
皆

さ
ん
堪
能
し
、
よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲

か
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
弾

き
語
り
「
パ
プ
リ
カ
」
に
飛
び
入
り
参

加
の
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
、
可

愛
い
く
微
笑
ま
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。 出

品
者
、
出
演
者
、
消
防
団
は
じ
め

関
係
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
「
出

部
地
区
文
化
祭
」
が
成
功
裏
に
終
わ
り

ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
皆
様

の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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第
42
回
出
部
地
区
文
化
祭
が
２
月
16
日
、
出
部
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
々
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
作
品
多
数
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
、
舞
台
で
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど
14
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

＝
８
～
11
面
に
写
真
特
集
（
文
化
部
長 

渡
辺
憲
治
） 
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子
ど
も
や
若
い
世
代
に
伝
統
食
材
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い
ず
え

カ
フ
ェ
と
出
部
地
区
青
少
年
を
育
て
る

会
は
２
月
１
日
、
親
子
み
そ
づ
く
り
教

室
を
出
部
公
民
館
で
開
い
た
。
出
部
小

学
校
児
童
と
保
護
者
た
ち
約
60
人
が

参
加
。
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
指

導
で
み
そ
づ
く
り
を
体
験
し
た
。 

ま
ず
煮
込
ん
だ
黒
大
豆
を
す
り
鉢
で

つ
ぶ
し
、
塩
と
こ
う
じ
を
混
ぜ
て
み
そ

玉
作
り
。
樽
に
玉
を
投
げ
込
み
な
が

ら
、
空
気
を
抜
い
て
、
95
㌔
の
み
そ

を
仕
込
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
「
豆
を

つ
ぶ
す
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
そ

玉
を
樽
に
投
げ
込
む
の
は
気
持
ち
よ

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

１
年
後
、
黒
大
豆
の
風
味
と
甘
味

が
、
塩
に
よ
っ
て
充
分
に
引
き
出
さ
れ

た
み
そ
が
完
成
す
る
。
参
加
者
は
昼
食

で
、
い
ず
え
カ
フ
ェ
が
昨
年
仕
込
ん
だ

熟
成
み
そ
を
使
っ
た
み
そ
汁
を
味
わ
っ

た
。 

協議会だより 

親子教室に６０人 

ス
タ
ッ
フ
募
集 

カフェスタッフが手ほどき  

 

 いずえ地区まちおこし協議会は今年も「いずえ夏フェスタ」を開催

します。出部地区がワンチームになって元気を発信し、にぎわいを創

出する一大イベントです。企画や運営のお手伝いをしていただけるボ

ランティアスタッフを募集しています。 

         問い合わせ先 ☎0866-62-3960（出部公民館） 
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（笹賀町） 

協議会だより 

渡
辺

わ
た
な
べ 

憲
治

け
ん
じ

さ
ん 

 

自
治
会
な
ど
と
連
携

し
、
出
部
の
「
地
区
防

災
計
画
」
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。 

 

防
災
部
会
は
１
月
26
日
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
避
難
場
所
で
慌
て
ず
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
井
原
市
の
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
出
部
小

学
校
の
現
況
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

28

名
が
参
加
。
教
頭
先
生
の
案
内

で
、
現
況
を
確
認
し
た
。
施
設
内
で
落
ち

着
い
た
生
活
が
で
き
る
環
境
と
管
理
の
し

や
す
さ
等
に
留
意
し
ま
し
た
。 

 

体
育
館
で
は
、
実
際
に
テ
レ
ビ
を
設

置
し
ま
し
た
。
舞
台
横
の
壁
に
あ
る

「
お
知
ら
せ
く
ん
専
用
ボ
ッ
ク
ス
」
よ

り
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
線
を
引
き
出
し
て
接
続
。

避
難
者
等
が
随
時
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
や
備
蓄
物
資
保
管
場
所
、

救
護
室
と
し
て
利
用
す
る
保
健
室
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。 

   

佐
藤

さ

と

う 

美
保

み

ほ

さ
ん 

 

安
心
安
全
確
保
に
は

西
部
に
「
も
っ
と
器
の

大
き
い
避
難
所
」
が
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

土
井

ど

い 

義
宏

よ
し
ひ
ろ

さ
ん 

 
災
害
に
強
い
出
部
へ

向
け
て
、
地
域
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

石
﨑

い
し
ざ
き 

徹
と
お
る

さ
ん 

 

災

害

発

生

に

備

え
、
地
域
の
防
災
意

識
を
高
め
家
族
や
地

域
を
守
り
た
い
。  

土
井

ど

い 

敦
史

あ

つ

し

さ
ん 

 

災
害
を
他
人
事
と
思

え
ま
せ
ん
。
公
助
・
共

助
・
自
助
の
立
場
か
ら

尽
力
し
ま
す
。 

岡
田

お

か

だ 

吉
郎

き
ち
ろ
う

さ
ん 

 

防
災
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
の
活
動
や
講

演
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
。  

原
田

は

ら

だ 

聡
さ
と
し

さ
ん 

 

 

 
防
災
力
は
住
民
の
関
心

に
比
例
し
ま
す
。
防
災
力

の
強
い
町
づ
く
り
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。 

（下出部町） （下出部町） 

（上出部町） （上出部町） 

（上出部町） 

防
災
部
会
、
出
部
小
で
点
検 

 

（上出部町） 
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出
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
役
員
は
10
月
30
日
、
視
察
研

修
で
奈
義
町
を
訪
れ
同
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
員
と
意
見
交

換
し
た
。 

 

奈
義
町
で
は
、
一
人
暮
ら
し

で
入
浴
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
入
浴
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
。
通
所
付

添
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
宅
か
ら
居

宅
介
護
事
業
所
ま
で
車
で
送

迎
、
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
が
入

浴
を
手
伝
う
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
奈
義
町
社

協
が
入
浴
通
所
サ
ー
ビ
ス
・
通

所
付
添
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
な
ぎ

サ
ポ
）
の
活
動
を
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
の
映
像
を
交
え
て
紹
介

し
た
。
出
部
社
協
か
ら
は
サ

ポ
ー
タ
ー
の
役
割
や
料
金
、
人

数
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
長
寿

と
認
知
症
予
防
な
ど
で
も
熱
心

に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

社協だより 

 

地
域
の
皆
様
方
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

石
井 

由
子

い
し
い 

 
 

よ
り
こ

さ
ん 

 

地
域
の
皆
様
の
安
心
安
全
を
お

手
伝
い
が
出
来
れ
ば
、
幸
い
と
思

い
ま
す
。 原

田 

安
敏

は
ら
だ 

 
 

や
す
と
し

さ
ん 

 

地
域
の
活
動
に
皆
様
と
ご
一
緒

に
、
笑
顔
と
感
謝
の
心
を
大
切
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

井
上 
恭
子

い
の
う
え 

 

き
ょ
う
こ

さ
ん 

 

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一

杯
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

三
村 

紀
子

み
む
ら 

 
 

の
り
こ

さ
ん 

 

出
部
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
は
11
月
末
で
、
任
期
満
了
に
伴

い
安
井
淳
良
、
田
中
優
、
國
末
和
子
、
妹
尾
京
子
さ
ん
の
４
人
が

退
任
し
た
。 

４
人
退
任 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た 

 

民生・児童委員 4人新任 よろしくお願いします  

奈義町社協訪れ研修 出部社協役員 
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社協だより 

 出部小児童 

  友愛訪問部 

 

出
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
友
愛
訪
問
部
は
11
月
か
ら
２

月
ま
で
、
第
２
日
曜
日
に
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
。 

 

 

１
月

12
日
は
、
民
生
・
児
童

委
員
や
女
性
会
メ
ン
バ
ー
た
ち

手
作
り
の
ち
ら
し
寿
司
と
カ
ッ

プ
み
そ
汁
、
果
物
を
少
年
団
員

た
ち
が
手
分
け
を
し
て
、
高
齢

者
宅
な
ど
に
配
っ
た
。
弁
当
に

加
え
児
童
が
製
作
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
と
手
紙
も
届
け
た
。 

 

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
虚

弱
・
寝
た
き
り
の
人
。
民
生
・

児
童
委

員
、
女
性
会
愛
育
委

員
、
少
年
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
弁
当
を
調
理
し
配
達
す

る
。 

 

給
食
サ
ー
ビ
ス
は
食
事
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
た
ち
の
安
否
確

認
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

高
齢
者
宅
に
カ
レ
ン
ダ
ー
も 

  

 2019年度の給食サービスは終

了しました。 

 調理や配達していただいたボ

ランティア、女性会、愛育委

員、少年団のみなさん大変お世

話になりました。 

 関係者のみなさんに厚く御礼

申し上げます。 

 出部地区社会福祉協議会 

※給食サービスは2020年度も11

月から予

定してい

ます 

給
食
サ
ー
ビ
ス 

2019

年
度
は
終
了 
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社協だより 

 

 

 ５月２１日（木）1０：00～1２：０0 
   出部公民館２Ｆ多目的ホール 参加費５００円  

 

昭
和

56

年
に
開
設
し
た

「
き
の
こ
荘
」
が
老
朽
化
し
た

た
め
、
か
ね
て
よ
り
建
設
を
進

め
て
い
た
「
新
き
の
こ
荘
」

「
き
の
こ
倶
楽
部
（
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
）
」
が
、
こ

の
た
び
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
新
き
の
こ
荘
」
は
、
全
室

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
10

名
ず
つ
を
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
し
、
固
定
さ
れ
た
職
員
と
な

じ
み
の
関
係
の
中
で
暮
ら
し
ま

す
。
木
目
を
基
調
と
し
た
落
ち

着
き
の
あ
る
家
庭
的
な
空
間

で
、
終
の
住
ま
い
と
し
て
ご
家

族
も
と
も
に
、
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

「
き
の
こ
倶
楽
部
」
は
、

「
通
い
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
」

「
訪
問
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
」

「
宿

泊
（
シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ
）
」
を
、
一
体
的
に
定
額
で

提
供
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
サ
ー

ビ
ス
も
同
じ
職
員
が
対
応
す
る

た
め
、
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
利
用
者
・
ご
家
族
の
み

な
さ
ま
と
相
談
し
な
が
ら
、
自

由
度
の
高
い
利
用
が
可
能
で

す
。 

 
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
新
き
の
こ
荘
」
お
よ
び
「
き

の
こ
倶
楽
部
」
を
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。  

＝井原市木之子町＝ 

全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
に 

問い合わせ TEL：きのこ荘：0866-62-2200 、きのこ倶楽部：0866-62-2155 FAX：0866-62-2669（共通）  

特別養護老人ホーム きのこ荘 

小規模多機能型居宅介護 きのこ倶楽部  
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社協だより 

笹
井

さ

さ

い 

琴
葉

こ

と

は

ち
ゃ
ん 

女の子（2019年6月21日）       

井
植

い
の
う
え 

陽
太

は

る

た

ち
ゃ
ん 

男の子（2019年3月19日） 

    ＝七日市町   

 「ふるさと出部」では元気なお子さんを紹介します。掲載するのは①名前

（ふりがな付き）②生年月日③性別④町名⑤顔写真。保護者の連絡先を添えて

出部公民館（〒715―0021、井原市上出部町1219-2）まで郵送するか持参してく

ださい。 

 メール（izue-km@ibara.ne.jp）でも受け付けます。 

川
上

か
わ
か
み 

蘭 ら
ん

ち
ゃ
ん 

女の子（2015年3月25日） 

      ＝笹賀町  

笹
井

さ

さ

い 

涼
葉

す

ず

は

ち
ゃ
ん 

女の子（2017年6月19日）      

＝七日市町 

原
田

は

ら

だ 

成 せ
い 

ち
ゃ
ん 

男の子（2015年1月8日）         

     ＝上出部町 

道
城

ど
う
じ
ょ
う 

陽
翔

は

る

と

ち
ゃ
ん 

男の子（2019年8月14日） 

     ＝上出部町 

藤
井

ふ

じ

い 

晃
旺

ひ

か

る

ち
ゃ
ん 

男の子（2016年2月20日） 

      ＝下出部町 



８ ９ 

出
部
地
区
文
化
祭 
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公 園 さ ん ぽ （ 四 季 が 丘 ） 

四 季 が 丘 西 公 園  

四
季
が
丘
２
号
公
園
 

四
季
が
丘
南
公
園

 

四
季
が
丘
東
公
園

 

四 季 が 丘 ３ 号 公 園  

四
季
が
丘
自
然
公
園

 

四 季 が 丘 １ 号 公 園  

四
季
が
丘
中
央
公
園
 

 四 季 が 丘 の 入 り 口 に あ

り 、 桜 の 季 節 は お 花 見 の

穴 場 。  

四
季
が
丘

44
-4
、
4,
00
0㎡

 

 見 晴 ら し が よ い 、 小

ぢ ん ま り と し た 公 園 。  

四
季

が
丘
19
-1
、
4,
67
3㎡

 

四
季
が
丘

40
-8
、
51
5㎡

 

 二 期 分 譲 地 の 大 き

な 公 園 。 子 ど も が よ

く 遊 ん で い る 。  

四
季
が
丘

30
-2
、
2,
67
1㎡

 
四
季
が
丘
2-
４
、
49
9㎡

 

 小 さ い な が ら も 落 ち

着 く 憩 い の 場 に な っ て

い る 。  

 冬 に な る と 保 育 園 の

子 ど も た ち の マ ラ ソ ン

コ ー ス に な る 。  

四
季
が
丘
17
、
6,
66
1㎡

 

 多 目 的 広 場 が あ り 、

四 季 が 丘 納 涼 祭 の 会 場

に な る 。  

四
季
が
丘

8-
12
、
63
7㎡

 

 
憩

い
の

場
と

し
て

子
ど

も
か

ら

高
齢
者
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 

 
嫁

い
ら

ず
観

音
院

側
へ
の

出
入

口
、
団

地
の
南
端
に
あ
る
大
き
な
公
園
で
す
。
 
 

四
季
が
丘
11
-2
、
2,
20
5㎡
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☆岡山県消防協会長表彰 

 ・功労賞 

  分団長 土井俊男 

 ・表彰賞 

  副分団長 原田聡 

☆井原市長表彰 

 ・優良団員表彰 

  本部長 道城和雅 

☆井原市消防団長表彰 

 ・優良団員表彰 

  部長 小川貴史（第一部） 

  部長 土井敦史（第二部） 

  部長 久安将平（第三部） 

☆永年勤続表彰 

  本部長 道城和雅 

  団員  多賀正幸 

☆分団長表彰 

  班長  笹井智史（第一部） 

  副部長 藤森紀充（第二部） 

  班長  鳥越勇士（第三部） 

消防団だより 

令
和
初
の
消
防
出
初
式 

【出初式表彰】 

 

井
原
市
消
防
団
井
原
方
面
団

出
部
分
団
の
出
初
式
が
１
月

19

日
、
出
部
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
来

賓
の
方
々
が
来
ら
れ
、
一
年
の

始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、
身
の

引
き
し
ま
る
式
典
と
な
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
井
原
市
消
防
団
の
出
初
式

に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
後
に

は
日
芳
橋
河
原
で
恒
例
の
無
火

災
祈
念
放
水
訓
練
を
し
ま
し

た
。
日
々
の
訓
練
の
成
果
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年

一
年
の
無
火
災
を
祈
念
し
小
田

川
に
向
け
て
放
水
を
行
い
ま
し

た
。 

 

昨
年
は
１
件
の
火
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
念
願

の
無
火
災
に
向
け
て
よ
り
一
層

の
防
火
啓
蒙
活
動
、
放
水
訓
練

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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女性会だより 

 12月7日に茶道講座を行いました。講師は三宅宗富先生、普段は出部女性会の会

長として大活躍していらっしゃる三宅会長です。講座当日は凛とした着物姿でご指

導下さいました。茶道についてのお話を伺った後、抹茶を点て、季節感あふれる美

しい和菓子とともに美味しくいただきました。ゆったりとした至福の時間を過ごす

ことができました。 

 1月18日にアロマセラピストの唐崎英美

先生を講師に迎え、ハンドクリーム作りと

ハンドマッサージを体験しました。 

 自分の好きな香りのオイルを入れ、オリ

ジナルのハンドクリームを作りました。そ

して、それを使って学級生同士でハンド

マッサージを行いました。アロマの香りと

マッサージの心地よさ、人の手の温もりに

触れ、日頃の疲れも消え去り元気をいただ

くことができました。   

 12月15日の栄養教室のテーマは

「野菜たっぷりメニューと日頃取り

入れやすい運動」。健康運動指導士

の平井千歳先生をお招きし、少し汗

ばむくらいのすぐ出来る運動を習い

ました。そのあと美味しい野菜たっ

ぷりの食事を作りいただきました。 

野菜と運動 健康いただきます 

 アロマ講座 身も心もスッキリ  

茶道講座 

栄 

養 

教 

室 

ひ
ま
わ
り
学
級 
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2020新年会 

 令和の時代になり初めての出部福

寿会の新年会が1月29日、下出部公

民館で盛大に開かれました。 

 会員60人が参加。民謡や三味線の

美しい音色、カラオケなど数多くの

出し物や余興を楽しみました。新し

い年を迎える宴は、福寿会一人ひと

りの笑顔の花が咲き、大いに盛り上

がりました。 

 中部仲良し会は1月16日、毎年恒例の新

年会を杉の木公民館で、30人の会員の参

加で開催しました。 

 お正月に関する雑学クイズを解きなが

ら、昔からの習慣や習わしの意味などを

見直したり、シルバー川柳クイズやゲー

ムで大笑いをしたり、会場は和やかな雰

囲気につつまれました。 

 今年も皆さんの笑顔あふれる楽しい新

年会となりました。 

中部仲良し会 

七日市福老会 

出部亀老会 

出
部
福
寿
会 

 出部亀老会は１月９日、出部公民館で

37人が参加して新年互礼会を開催致しま

した。 

 ビンゴゲームに始まり、お酒が入る頃

になると会場の雰囲気も和やかになり、

カラオケにの歌声が響きました。一人で2

曲も３曲も歌われ、時間の過ぎるのも忘

れるほど、盛り上がりました。来年も多

数のご参加を期待しております。 

 七日市福老会は1月11日、出部公民館に

36人が集まり令和になって初めての「新

年の集い」を開催いたしました。 

 健康第一と今年もほそや医院院長の細

谷正晴先生から元気に生き抜くためのヒ

ントや数々のストレッチ体操を教えてい

ただきました。その後、備中神楽保存会

の子どもたちによる力いっぱいの神楽を

見せていただき元気をもらいました。 

 和やかな会食後は、ビンゴゲームなど

を楽しみ賑やかで盛り上がった集いにな

りました。 
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西部自治会だより 

中部自治会だより 

 

 〇防災訓練  出部西部自治連合協議会 

 ２月６日、下出部公民館で

毎月第１木曜日に開いている

下出部笑カフェが、２周年を

迎えた。 

〇下出部笑
で ぶ し ょ う

カフェ２周年 

 11月24日、防災訓練を西部公園で実施しました。170人

が煙テント体験、非常食の試食、消火・救護訓練に取り組

みました。消防署からはしご車も出動。楽しみながらの訓

練でした。日ごろの訓練の必要性と、何が起きても自分の

身は自分で守らなければならないと痛感しました。 

 中部自治連合会は12月25日、年末恒例の夜警を行いました。東と西回

りの２班に分かれ、拍子木を打ちながら、約１時間、歩いて巡回しまし

た。拍子木は今回新調。役員が交替しながら「いい音」を鳴らしました。冬の夜なので

一同厚着でしたが、汗びっしょり。暖冬を実感した夜警になりました。 

〇夜警 

西 部 

七
日
市 

中 部 

各地で「とんど」 
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真
冬
の
熱
闘
譜 

 ——－ 新春囲碁・将棋大会 

公民館だより 

 オリンピックイヤー、出部

地区も盛り上がっている。ま

ちおこし協議会の佐藤美保会長が5月、聖火

ランナーとして地元を駆け抜ける。沿道で

見つめる未来のアスリートの夢を膨らませ

るに違いない。五輪は平和とスポーツの祭

典。今年は戦後75年の節目の年でもある。

スポーツに興じられる今の平和を問いなが

ら、2020五輪を迎えたい。 

 

地
域
の
た
め
に
と
満

中
陰
志
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん

で

お

礼

申

し

上

げ

ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
）  

 
 
 
 
 

（
中
部
自
治
連
合
会
） 

中
田
智
恵
子 

亡
夫

（
七
日
市
自
治
連
合
会
） 

 

舘
原 

節
成 

亡
母 

 

井
本 

和
男 

亡
妻 

（
下
出
部
自
治
連
合
会
） 

 
 

 

山
足 

昌
則 

亡
父 

 

 
 

 

故
人
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

２
月
２
日
、
出
部
公
民
館

主
催
「
新
春
囲
碁
・
将
棋
大

会
」
が
出
部
公
民
館
で
行
わ

れ
た
。 

 

上
位
成
績
者
は
次
の
皆
さ

ん
。 

 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

《
囲
碁
の
部
》 

Ａ
級
優 

勝 

安
部 
弘
和 

 
 

準
優
勝 

犬
飼 
敏
雄 

 
 

第
３
位 

森
下 

道
雄 

Ｂ
級
優 

勝 

三
宅 

康
之 

 
 

準
優
勝 

村
上 

修
一 

 
 

第
３
位 

加
藤 

純
志 

Ｃ
級
優 

勝 

徳
原 

 

実 

 
 

準
優
勝 

田
中 

 

毅 

 
 

第
３
位 

新
井 

啓
三 

 
 

《
将
棋
の
部
》 

Ａ
級
優 

勝 

小
林 

正
和 

 
 

準
優
勝 

原
田 

芳
弘 

 
 

第
３
位 

石
井 

孝
明 

Ｂ
級
優 

勝 

妹
尾 

義
勝 

 
 

準
優
勝 

妹
尾 

泰
行 

 
 

第
３
位 

藤
井 

勉 
Ｃ
級
優 

勝 

渡
辺 

純
誠 

 
 

準
優
勝 

鳥
越 

翔
太 

 
 

第
３
位 

井
上 

諒
祐  

こいの川学級（家庭教育学級） 

編集後記 

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
（
幼
児
学
級
） 

２
０
１
９
年
度
の
歩
み 


